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論文の内容の要旨および論文審査の結果の要旨 
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論文題目 

 母乳中に含まれる風疹ウイルスに対する IgA抗体と母子の感染症予防に関する研究 
 A study of rubella IgA antibody in breast milk and the prevention of infectious diseases 
  in mother and child 
  

【論文の内容の要旨】 

 母乳哺育の意義としては、栄養学的、免疫学的、母子の愛着形成などが挙げられるが、

学位申請者早川有子は免疫学的側面に興味を持ち、その本体と意義について検討を重ねて

きた。母乳の免疫学的側面とは、乳汁中に含まれる感染防御因子であり、免疫グロブリン

の他にラクトフェリン、リゾチームなども知られている。母乳中の免疫グロブリンとして

は、乳汁が分泌液であることから IgAが主体と考えられ、これまでにも研究が行われてい
るが、母乳中の IgA抗体と母体血液中の抗体との量的・質的関係や、病原体に対する中和
活性の程度を明らかにする詳細な研究はこれまでに見られない。早川はこれら一連の関係

を明らかにするために５年間に亘る研究を行い、その結果をとりまとめた。 

 また実験研究と共に、妊娠中の罹患が胎児に異常をもたらす感染症の予防接種の実施に

必要な知識の普及についても現状の調査を行い、とくに産科関連病院における予防接種教

育の現状を調査して今後のあり方についての提言もとりまとめた。 

 研究対象とする病原体としては、母子感染の中で最も重要であり、かつ予防接種によっ

て予防可能な風疹ウイルスを用いた。母乳検体は、妊娠中の母体血清中の風疹ウイルス抗

体価（HI)の記録のある褥婦で、初乳と成乳の両方をペアで採取し得た 197名分である。 
 本研究は、平成 17年に母乳採取を開始し、同時に対象者の主要感染症の罹患と予防接種
状況を調査した。18年以降 20年までに、①母乳中に含まれる総 IgA量の測定、②母乳中
の風疹 IgA 抗体の測定､③母乳中の IgA 抗体の中和活性の検討、さらに④同抗体のウエス
タンブロット（WB)法による解析を実施した。これら一連の実験は、順に実験結果を踏ま
えながら実施し、最後に実験全体の総括・考察を行っている。それぞれの結果は、 

①母乳中には IgAが他の免疫グロブリンよりも多量に含まれていること、及び IgA総量は、
初乳では成乳より平均値で 5.2倍多く含まれていることが確認された。 
②母乳中 IgAの風疹ウイルス抗体価を ELISA法で測定した結果、初乳中には成乳より平均
値で 2.2 倍多く含まれていた。また母乳中の総 IgA 量と風疹ウイルス抗体価の間には相関
関係が認められた。 
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③プラーク法により、母乳 IgA中に風疹ウイルスに対する中和活性が証明された。この方
法により認められた母乳 IgA 中の中和活性は、母体血清中の中和抗体価（HI)との相関が
認められたが、実験②における母乳中 IgAの ELISA法による抗体価との相関は認められな
かった。ELISA法によって測定される抗体は中和抗体とは若干異なる可能性がある。 
④母乳 IgA中の中和抗体の風疹ウイルスに対する特異性をWB法によって検査した結果、
ウイルスの E1タンパクと強く反応し、Cタンパク及び E1-E1とも反応したが、E2タンパ
クと E1-E2とは反応しなかった。このことから母乳中 IgA抗体は風疹ウイルスに直接作用
すること、及びその作用点が明らかとなった。 

 上記実験研究の他、平成 21年には妊産褥婦を対象とした予防接種に関する健康教育につ
いてのアンケート調査を、全国の産科関連の 500施設を対象に実施し、現状を分析して今
後の母親教育のあり方や助産師の関わりについて提言している。 

 なお、論文としては、主要部分である上記実験成績の記載に先立って、母乳育児の歴史

的経緯、母乳及び母乳栄養に関するこれまでの知見、風疹及び風疹ウイルスに関する知見

を総説的に概述し、最後に本人の助産師及び母性看護の教師の立場を踏まえ、母親教育の

あり方や母子健康手帳の活用、産科施設での予防接種教育の意義等について記述している。 

 

 【論文審査の結果の要旨】 

 早川有子は助産師の資格を持ち、修士の学位取得後、東京大学医学部牛島廣治教授の指

導を受け、また牛島教授の紹介を得て、群馬大学臨床検査部、国立感染症研究所、及び米

国ジョージア大学においても指導を受けながら実験を積み重ねて本論文を取りまとめてい

る。現在は看護大学で母性看護学の教職にあり、母乳保育や先天異常の予防の必要性を重

視して本研究に取り組んできている。 

 審査会においては、申請者による論文内容の発表を聴取した後、研究内容の詳細につき

質疑を行い、併せて関連研究分野の現状、統計処理の細目等について説明を求めた。 

 論文については、以下のごとく評価された。 

 本論文の主体である母乳中の免疫物質ないし IgAについては、これまでその存在と意義
については知られていたが、一部の病原体についての検討はなされていたものの、その本

態の詳細についての研究は行われてこなかった。本研究では、母乳中の IgAの存在とその
量を確認するところから出発して、風疹ウイルスに対する抗ウイルス作用を ELISA法、中
和法を用いて証明し、さらにWB法を用いてウイルス粒子への作用点まで確認した。また
これらの検討は初乳と成乳を比較しつつ実施されており、この一連の実験はきわめて周到

であった。母乳中の IgAについて、風疹ウイルスに対する中和活性を詳細に検討した研究
はこれまでになく、世界でも初めての研究成果であり、その内容は J.Med.Virology（2010）
に採用され、掲載されている。 

 また、母乳保育と母子の感染症予防を目的とした産科関連施設での調査と今後に向けた

提案は、地域における保健・福祉・医療の連携と実践に貢献するものである。 

 以上により、論文審査および最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査

した結果、本論文が博士（保健福祉学）の学位に十分値するものであると判断した。 
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 【学力の確認の結果の要旨】  

 本論文の審査を通して学位申請者の学力の確認を行ったところ、博士として十分な学識

を有していることが確認できた。また、外国語については、米国に短期留学して実験を行

い、かつ研究結果を英文の学術誌に投稿し掲載されていること等から、十分な語学力を有

することが確認できた。 

 以上により、本学位申請者は博士課程を修了した者と同等以上の学力を有すると判断し

た。 

 


